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平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

企画環境部

事  業  名 水環境保全ネットワーク事業費

予  算  額 2 ,5 0 0 千円 新規 ・継続の別 継  続

容紳

申

中

坤

事

1 趣  旨

第 3 回世界水フオーラムの成果や京都水宣言の内容を踏まえ、琵琶湖 ・淀川流域を

はじめ、府内の各流域における水環境を保全する具体的な行動を促進し、府内及び府

県域を越えた流域全体での総合的な取組を推進する。

2  事業内容

〇 「琵琶湖・淀川水環境保全ネット」による流域府県等との連携の推進
琵琶湖 ・淀川流域の府県等が中心となって、流域の水環境保全につい

て府県域を越えた連携の課題、対応方向、具体的方策等について協議、

調整等を行い、新たな施策展開に繋げる。

② 「府民水辺環境ネット」による府民主体の身近な水環境保全活動の推進
流域の視点から水環境保全その他水関係施策の総合的な推進を図るた

め、身近な水環境保全 ・継承に係る住民の主体的な取組の自立化 ・拡大

又は流域若しくは流域間におけるネットワーク化を促進する。
・府内3 流域 (由良川、桂川、木津川) で、N P O 等の府民主体の組織

(「府民水辺環境ネット」) による水環境の調査、住民交流等の推進
・琵琶湖 ・淀川流域の住民を対象とした流域の水環境保全の啓発等の自

主的取組の支援

③京都水宣言記念・京都水づくり賞
水源地を守る活動や名水の保全など地域における模範的な水環境保全

活動や水に関わる先導的な取組、国際貢献活動などで顕著な功績のあっ

た団体等を表彰し、水に関する府民意識や府民活動の向上を図る。

担当課 ・係名 企画総務課 土地 ・資源調整担当 課 ・係直通電話番号 075-4 14,4 388

企 画 -  1



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

企画環境部

事  業  名 水問題国際貢献事業費

予  算  額 1 ,0 0 0 千円 新規 ・継続の別 継  続

容

紳帥中舜

事

1 趣  旨

第 3 回世界水フォーラムの開催や京都水宣言の内容を踏まえ、府内のN P O 等団体

が行う世界の各地の様々な水問題の解決に向けた活動を支援し、その促進を図るため、

当該活動に対して助成を行う。

2  事業内容

助 成 先 水に関する国際貢献活動を行うN P O 団体等

対象事業 上記団体等が海外で行う世界の水問題解決に資する活動等

要   件 次のいずれにも該当するもの

①府内に事務所を置く団体等が行う事業であること

②事業の成果を広く府民に公開できる事業であること

③営利或いは政治的・宗教的行為を目的とする事業でないこと

対 象 額 1件につき 30 万円以内 (但し、対象事業費の 1 / 2 以内)

担当課 ・係名 企画総務課  土地 ・資源調整担当 課 ・係直通電話番号 0 7 5 -4 14 -4 3 8 8

企 画 -  2



事 業 名 丹後海と星の見える丘公園 (仮称) 整備費

予 算 額 5 7 0 , 0 0 0 千円 新規 ・継続の別 継  続

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

r  整備の考え方

丹後の豊かな自然を活かし、地域の発展を図るとともに、府民、特に子

供たちが、
~
自然の中で楽しく環境の大切さを学ぶことができる公園として

整備を進める。

( 1 ) 整備のコンセプト

① 自然との共生、府民参加型公園

② 環境教育の体験フィールドとしての公園

③ ソフト重視、地域資源活用型の公園

④ 成長、発展する公園

(2 ) 第1期供用開始時期   平成1 7年度末目途

2  事業概要

事  業 内 容

工  事 大地の天文台

風の砦

こども自然の森 (仮称)

地球デザインスクールセミナーハウス

設   計 地球デザインスクール宿泊棟

担当課 ・係名 企画総務課 (事業推進担当)

公園緑地課建設係

課 ・係電話番号 075-4 14-4378

075-4 14-5273

平 成 ■ 6 年 度 主当 初 予 算 案 主 要 事 項 説 明

企 回 環 境 音降  十 木 建 :勇茎音ほ

企 画  -  3



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

企 画 環 境 部

事 業 名 政策研究事業費

予 算 額 1 , 0 0 0 千円 新規 ・継続の別 継  続

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

1 事業趣旨

地方制度や地域開発等にかかわる府の重要政策の検討を進めるため、有識

者からの意見聴取等を行う。

(1) 地方制度全般にわたる意見聴取等

今後一層進展が予想される、地方制度全体に関わる議論にあたり、

府としての提言の参考とすることも視野に入れ、地方制度全体にわ

たる意見聴取等を実施

(〕 府としての重点政策分野に関する意見聴取

我が国及び府内の社会 ・経済情勢の現状、短期 ・中期的な動向を

踏まえた重点政策分野、手法などについて、有識者の見方、考え方

を把握

2  実施時期

テーマに応じて随時

担当課 ・係名 企 画 参 事 ( 総 括 ) 課 ・係直通電話番号 0 7 5 o4 14 -4 3 34

企 画 -  4



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

企画環境部

事 業 名 庁内ベンチャー事業費

予 算 額 5 , 0 0 0 千円 新規 ・継続の別 新  規

事 業 内 容

目的

対象

方法等

1 事業目的

府民の視点に立ち、積極的に挑戦する意識と行動力を兼ね備えた職

員を育成するとともに、優れた施策提案の事業化を推進する。

※ 「京都府行財政改革指針～かいかくナビ～」アクションプログラムの具体的取組の一つ

2  事業内容

》 職員 (個人又はグルT プ)

民間企業の職員などと連携 ・

研究 ・提案。

が、府政全般に関する課題について、

協力しながら、その解決策 ・実現策を

翌年度に事業化。優秀と認められた提案は、

当該提案を行った職員については、実施事業に従事できるよう、

人事異動の考慮及び当該事業への従事を希望する職員の庁内公募を

検討。

担当課 ・係名 企画参事 (政策 ・行政評価担当) 課 ・係直通電話番号 075-4 14 -4349

企 画 -  5



平成 1 6 年度 当初予算案主要事項説明
企 画 環 境 部

事  業  名 新京都府総合計画推進費

予  算  額 1 5 , 7 0 0 千円 来汚刃巳・孫魅耗荒βttBJ 継 続

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

1  目  的

新しい時代に対応した京都府政運営の指針である 「新京都府総合計

画」 (計画期間 : 200 1年 (平成13年) ～2010年 (平成22年) ) の推進

を図る。

2  事業内容

(1) アクシヨンプランの策定等

府民の参画 ・協働のもとに、当面する府政の重要課題に的確に対

応するための具体的施策の立案を行うアクションプランの策定 ・点

検等

(2) 計画の広報啓発及び進行管理

新府総、アクションプランを府民にP R するとともに基礎的デー

タを整理

担当課 ・係名 企画参事 (計画 ・府民参画担当) 課 ・係電話番号 075-4 14-4347

企 画 -  6



事  業  名 府 民 参 画 行 動 推 進 費

予  算  額 2 , 0 0 0 千円 新規 ・継続 の別 継 続

事 業 内 容

ヽ
１
１
１
１
１
ジ

的

　

象

等法

目

　

対

方

√
ト
ー
ー
ｌ
ｔ

1 趣   旨

「府民参画行動指針」に基づき、全庁的な府民参画の取組を積極的

に推進する。

2 事 業 内 容

① 府民参画の取組の推進

府民参画行動指針で示した 「府民参画推進の年次計画」を基本に、

各部局の事業に参画手法を組み込んでいく。

① 制度等の周知

① 府職員出前語らい。専門職員派遣 :制度やテーマ等について、パ

ンフレットを作成配布及びホームページに掲載

② 府政円卓会議 :実施の案内や状況報告等についてホームページに

掲載

③ 府民参画取組状況に関する評価資料 :各種取組の実施状況やその

改善、進展の方向等についてホームベージに掲載するとともに、

府民からの評価、意見をいただく。

○ 広報 ・啓発の実施

府の具体的な事業の中で、府民参画の取組が、いつ、どこで、ど

のように進められるのかが府民に分かる 「府民参画ごよみ」 「府民

参画日記」を府ホームベージに掲載するなど、府民参画の取組を府

民に積極的にP R する。

担当課 ・係名 企画参事 (計画 ・府民参画担当) 課 係 電話番号 075-4 14-4347

平成 1 6 年度 当初予算案主要事項説明
企 画 環 境 部

企 画 - 7



事  業  名 京 都 学 生 祭 典 開 催 助 成 費

予  算  額 5 , 5 0 0 千円 新規 ・継続 の別 継 続

事 業 内 容

ヽ
―
―
―
―
―
―
ジ

的

　

象

　

等法

目

　

対

　

方

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｋ

1 趣   旨

京都の活性化を推進するため、京都に学ぶ学生が力を合わせ、行政、

経済界、府民とも連携して開催する 「京都の学生文化」や 「学生の熱気

溢れる大学のまち」を全国に発信する 「京都学生祭典」に対して助成す

る。

2 事 業 概 要

(時  期) 平成16年 10月

(会  場) 平安神宮 ・岡崎公園周辺

(主  催) 京都学生祭典実行委員会 (学生組織)

(内  容)  京都三大祭に匹敵するイベントとして、第 1 回の祭典企

画を軸に新たな工夫を組み入れて拡充し、定着化を図る。

(具体的内容は新たな実行委員会等により今後決定)

(集客目標) 10万人以上

担当課 ・係名 企画参事 (計画 ・府民参画担当) 課 ・係電話番号 075-4 14-4348

平成 1 6 年度 当初予算案主要事項説明   ‐
企 画 環 境 部

企 画 - 8



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

企画環境部

事 業 名 電 子 申 請 推 進 費

予 算 額 1 1 2 , 0 0 0 千円 新規 ・継続の別 継 続

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

1  目  的

自宅や会社からインターネットを利用して申請 ・届出等を行える電

子申請システムについて、公的個人認証サービスヘの対応も含めて対

象様式の拡充を行い、府民サービスの向上と行政事務の一層の効率化

を推進する。

※公的個人認証サービス

電子申請等のオンライン手続において、申請内容の改ざん防止や通

信相手の本人確認等を行うサービス

2  内  容

(1) 電子化対象様式の拡充

宅地建物取引業従事者異動届出書など約 1 3 0 様式の電子化を図

る。

(2) 公的個人認証サービス対応

電子申請システムに、公的個人認証サービスに対応できる機能を

追加整備する。

3 効  果

(1) 府民サエビスの向上

! 申請 と届出等の行政手続が、いつでもどこでも行えるようにな

り、府民の利便性が大幅に向上する。
・ 窓口までの交通費や申請 ・届出書類の郵送費等の負担が軽減さ

れる。等

(2) 行政事務の効率化
・ 受付、審査、台帳記入等の事務が軽減される。
・ 申請 ・届出等のデータを電子的に蓄積することができるように

なり、集計業務等の効率化が図られる。 等

担当課・係名 企画参事 ( I T 推進担当) 課 係 電話番号 075-4 14-4534

企 画 -  9



事  業  名 障害者等 I T 活用促進事業費

予  算  額 1 4 , 0 0 0  千円 新規 ・継続の別 継 続

事 業 内 容

目  的

対  象

方 法 等

1 趣  旨

障害者と障害者を支援する家族等を対象として、パソコンの機器
操作や利用に関する相談会を実施することにより、障害者の情報バ
リアフリー化の促進を図る。
また、障害の有無に関係なくホームベージから情報を収集できる
よう、視党障害者による府ホームベージの点検作業を行う。
事業を通じて、地域の雇用 ・就業機会の創出を図る。

2 事業概要

(1) パソコンの機器操作や利用に関し、障害者や障害者を支援する家
族等を対象に相談会を開催する。
①開催場所  府内数か所
②開催期間  平成 1 6 年4 月～平成 1 7 年 3 月

(2) 府ホームページの点検 ・修正指導を行う。

3 実施方法

障害者団体等へ委託

4  雇用見込人数

実雇用  1 7 人

担当課 ・係名 企画参事 ( I T 推進担当) 課・係 電話番号 1 075
-4 14-4386

平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

企画環境部

企 画 -  10



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

企画環境部

事 業 名 地域と人をむすぶ I T 活用拠点整備費

予 算 額 1 0 , 0 0 0  千円 新規 ・継続の別 新 規

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

1 趣  旨

アクションプラン及び政策ベンチャーによる検討を踏まえ、北部地

域に I T 活用を進めるため、 I T 設備を備えた交流拠点を整備し、 I

T を活用した交流、情報発信や人材の育成を図り、北部地域の活性化

を図る。

2  施設概要

場所 :舞鶴市内

設備 :交流スペース、地域情報発信のための映像編集システム、

T V 会議システム 等を整備

名称 :京都府地域と人をむすぶ I T コミュニケーションプラザ(案)

運営 :広域振興局と地域の I T 関係団体等が連携して運営

3  事業内容

I T 活用拠点を中心として、北部地域全体を対象に、産業、医療 ・

福祉、地域づくり等各分野の地域における I T 活用を支援

○人材の育成
・「地域 I T 人材育成セミナー」の実施

○交流の促進
・他地域との情報交流、人材交流の場の提供
・遠隔講座配信事業

○情報発信支援
・北部地域情報発信支援ホームページの作成
・映像編集機器等を用いての情報発信に関する技術支援

担当課・係名 企画参事 ( I T 推進担当) 課 ・係 電話番号 075-4 14-4535
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平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

企画環境部

事 業 名 府県 をむすぶ情報ネ ッ トワー ク推進費

予 算 額 4 , 2 0 0  千円 新規 ・継続の別 新 規

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

1 趣  旨

デジタル疏水ネットワークと近隣府県の情報ネットワークとを接続

し、相互に情報交換を行うことにより、府県間の広域的な連携を推進

する。

2 事業内容

国の整備する次世代研究開発ネットワークの回線を活用して、滋賀

県、兵庫県等とネットワークを相互接続し、教育 ・学術研究 ・医療等

の分野で広域的な連携の取組を推進する。

担当課・係名 企画参事 ( I T 推進担当) 課 ・係直通電話番号 075-4 14-4535
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平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

企画環境部

事 業 名 デジタル疏水次世代対応機能整備費

予 算 額 9 , 0 0 0  千円 新規 ・継続の別 新 規

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

1 趣  旨

次世代インターネットプロトコル (IPv6) に関する研究開発や実用

化にいち早く対応するため、全国に先駆 けてデジタル疏水ネットワ
ークの IPv6し、 I T 先進地としての京都の新たな発展の基礎をつく

る。

2  事業概要

・デジタル疏水の接続拠点 4 箇所に IPv6対応の接続機器を設置

接続箇所 : 中央接続拠点、けいはんな、京都大学、

京都リサーチパーク
・国の次世代研究開発ネットワークと接続し、最先端の研究開発実験

フィール ドとして活用

担当課・係名 企画参事 ( I T 推進担当) 課 ・係電話番号 075-4 14-4535

企 画 -  13



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

企 画 環 弟   【

事 業 名 けいはんな新産業フ由ンティア創出事業費

予 算 額 3 0 , 0 0 0 千円 新規 ・継続の別 継続

事 業 内 容

目的

対象

方法等

1 目 的

学研都市に集積する研究開発資源を活用した中小 ・ベンチャー企業によ

る新産業創出のための研究開発、事業化プロジェクトを支援し、京都府内

の産業振興、産業経済の発展を図る。

2  事業概要

支援対象者 京都府内に本社又は学研都市に研究所を置く中小企業等

支 援 対 象 ○ 学研都市に立地する大学、研究所、企業等の文化学

術研究の成果を活用した研究開発及び事業化

○ 学研都市に立地する大学、公的研究所等と連携した
。取組

○ 知的クラスター創成事業の 「ヒューマンエルキュー

ブ分野」に関連するテーマ等

支 援 内 容 ① l グループに対し、対象事業費の2 / 3 以内で、3 か

年 ・1 5 , 0 0 0 千円を上限に支援

① 1 6 年度は、継続事業 (4 件) の支援とともに、新規

事業3 件程度を公募のうえ採択支援の予定

担当課 ・係名 文化学術研究都市推進室 企画係 課 ・係直通電話番号 075-4 14-5 194
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平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

企 画 環 境 音【
商     1本   音ほ

事 業 名 学研都市研究資源産業化推進事業費

予 算 額 4 , 0 0 0 千円 新規 ・継続の別 新規

業 内

目的

対象

方法等

容事

研究開発の重点化や公的研究機関の独立法人化が進む中で、学研都市に立地する

研究機関の多面的な活動連携 ・交流や地域ニーズに沿った研究の推進等を図り、学

研都市の研究資源から新たな研究開発や産業が生まれるダイナミックな研究開発拠

点の形成に向けた取組を推進する。

事業概要

〔1〕研究資源活用方策検討

(内 容)

学研都市立地研究機関及び産業界、学識経験者とともに学研都市の研究資源

の活用を進めるため、次のようなテーマについて具体的な課題や方策を明らか

にする。

< 検討テーマ>  研究機関の多面的な活動連携や交流の推進、精華 ・西木津地

区と高山地区の一体化推進、地域貢献事業の展開等

(事 業 費) 2 , 0 0 0 千円

確〕研究シーズ活用 ・連携

(内 容)

学研都市に立地する大学 ・研究機関等の最先端技術を府内中小企業が活用し、

実用化するための可能性や市場性を調べるフィージィビリティー調査を実施し、

シーズとニーズのマッチングを促進する。

①産学公チームの形成 ③実用化支援

的

研究機関見学会

交流会等
命命 競争的資金活用

等支援

既に実施中 本事業 研究のレベルアップ支援

(実施主体)  府中小企業総合センター (けいはんな分室)

(事 業 費) 実施経費 1,000 千円×2 テ
ーマ  合計 2 , 0 0 0 千円

卜実用化のために解決すべき技術的課題の整理。

> 実用化の対象マーケット状況分析古

> 中小企業の技術水準の向上支援。

担当課 ・係名 文化学術研究都市推進室企画係

産業活力支援室産学公連携推進チーム

課 ・係直通電話番号 075-4 14-5 194

075-4 14-4 849
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平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

有洋直彗夢詫竣寺音【

事 業 名 けいはんな知的特区外国人研究者等支援事業費

予 算 額 1 , 5 0 0 千円 新規 ・継続の別 新規

事 業 内 容

目的

対象

方法等

1  目 的

国際研究開発拠点としての形成を図るため、平成 1 5 年 4 月の 「けいは

んな知的特区」の認定を生かし、優秀な外国人研究者等の招致を一層推進

するため、課題となっている短期滞在者の住居確保を推進する。

2  事業概要

優秀な若手外国人研究者等の招致のため、関西文化学術研究都市に立地

する研究機関が行う短期滞在宿舎の確保について負担軽減のための支援を

行う。

担当課 ・係名 文化学術研究都市推進室計画調整係 課 ・係直通電話番号 075-4 14-5 196
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平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

企 画 環 境 音【

名業事 学研都市 「地球環境と人類の未来への貢献」発信事業費

予 算 額 1 1 , 1 0 0 千円 新規 ・継続の別 新規

事 業 容

目的

対象

方法等

1  目  的

学研都市まちびらき 1 0 周年を迎え、また京都議定書の発効を視野に入

れ、更に 「科学技術と人類の未来に関する国際フォーラム (S T S フォァ

ラム)」 (従来の仮称 :科学技術版ダボス会議) の京都開催に呼応して、

R I T E (地球環境産業技術研究機構) 等の環境分野の優れた研究資源を

活かして、環境問題に関する国際フォーラム等を開催し、 2 1 世紀のパイ

ロットモデル都市である学研都市の活動を拡充する環境共生型のまちづく

りを提案 ・アピールするとともに、強化を図る。

2  事業概要

① 環境国際フォーラム
「地球環境と人類の未来への科学技術の貢献 (仮題)」をテーマ

に、基調講演、パネルディスカッション等を実施

② 低公害車導入促進普及啓発フェア

クリーンエネルギー自動車への理解を深め、その導入促進を図るた

め、ハイブリッド自動車等の展示や府民参加型コーナーの設置等の普

及啓発フェアを開催

(参考) 「環境フェスティバル inけいはんな」を併せて開催

環境NPO、学研都市内研究機関t 企業等による府民向けの 「参加 ・

体験型」啓発イベント等の開催

●開催時期 i STSフォーラムの開催に併せて 1 1 月を予定

0 開催場所 : けいはんなプラザ等

担当課 ・係名 文化学術研究都市推進室 企画係

環境管理課 大気係

課 ・係直通電話番号 075-4 14-5194

075-4 14-4709
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平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明
企 画 環 境 音ほ

事 業 名 学研都市文化創造発信推進事業費

予 算 額 3 , 0 0 0 千円 新規 ・継続の別 新規

事 業 内 容

目的

対象

方法等

的

学研都市まちびらき 1 0 周年を迎え、学研都市のこれまでの様々な文化

活動を基礎とし、特に広く注目され、音楽系と美術系双方の活動を結びつ

ける市民オペラなどの活動を
一層高めるため、地域の人々との協働による

オペラ上演等を行い、文化の薫るまちづくりへのステップアップを図ると

事業概要

① オペラ上演事
実施時期

事業主体

演  目

場  所

業

平成 1 6 年 1 1 月 2 1 日 (日)

株式会社けいはんな

フィガロの結婚 (京都オペラ協会)

けいはんなプラザメインホール

② 星空オペラ上映会

実施時期 :平成 1 6 年 8 月予定

事業主体 :けいはんな星空オペラ上映実行委員会 (仮)

(企画) N P O 法人舞台芸術トレーエングセンター

(けいはんな学研都市内で活動)

場  所 :けいはんなプラザ

内  容 :星空の下、大スクリーンにオペラを映し出す。

(無料)

担当課 ・係名 文化学術研究都市推進室

計画調整係

課 ・係直通電話番号 075-

4 14-5 196
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事  業  名 京都府スポーツセンター医科学相談等事業費

予  算  額 3 5 す 0 0 0 千円 新 規 ・継続 の別 継 続

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

1 趣  旨
スポーツに関する相談、情報提供、研修、団体活動等の機能を有
する、京都府における中核的施設として整備された京都府スポーツ
センターにおいて、スポーツ医・科学相談事業等を実施する。

2 事業内容

① 医・科学相談事業
◇基礎体力測定
◇専門測定 (全身持久力測定、総合筋力測定)
◇スポーツ相談 (医事相談、栄養相談、メンタル相談)

② 情報提供サービス

③ 指導者研修

3  京都府スポアツセンタT の概要

場  所 京都市南区新町通九条下ル

(京都府民総合交流プラザ東館 3 階)

規  模 延床面積 2 , 5 5 1 ぷ

機  能

相談の拠点 体力測定などの医 ・科学相談事業

情報の拠点 情報コーナーの設置

研修の拠点 指導者研修会の開催

活動の拠点 大会議室、団体事務室

担当課 ・係名 スポーツ生涯学習室 振興係 課 ・係電話番号 075-4 14-4249

平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明
作 、rtt rヂ寵 号託音ほ
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平 成 ■ 6 年 度 :当 初 予 算 案 芋 要 事 項 説 明

企 画 環 境 部

事 業 名 山 陰 本 線 複 線 化 整 備 事 業 費

予 算 額 3 8 9 , 0 0 0 千円 新規 ・継続の別 継続

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

1  目  的

「京都縦貫幹線鉄道」の幹線路線として、また、大都市交通線として

重要な役割を果たしている J R 山陰本線京都 ・園部間の複線化を図り、

府民の利便性向上及び地域振興に資する。

また、複線化整備に合わせ、沿線市において実施される駅舎整備事業

に対して補助することにより、よリ
ー層の利便性向上を図る。

2  事業内容

> 山陰本線複線化整備事業費

[全体計画概要]

[期待される整備効果]
・列車本数の増発
・所要時分の短縮
・快速列車の増発
・上り下りで均衡のとれたダイヤ設定

> 亀岡駅舎橋上化等整備補助金

概算事業費 予定工期

複

線

化

都
域
京
市

条
山中風峨

二
嵯
”
”

都
園

京
花

6 .  7 klll

向
ヴ

創　端嫌

７

　

　

　

１

２。　帥域
臨

平成15年度

平成20年度
(目途)

府域 馬  堀～園 部 1 6 。 l km

計 2 2 .  8 klll

良
等
改置
置
装
設
動
備
連
設
等
し
器
越
岐
追
分

・
・
ぎ
号
継
信
乗

変電所改良、

駅  名 補助対象事業者 補助率

亀 岡 駅 亀岡市 1 / 3

担当課 ・係名 交通対策課 計画係 課 ・係直通電話番号 075-414-4361
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